
弥生会計版・R4版 辞書のインポートエクスポートについて 

 

株式会社HAYAWAZA 

 

本資料では、弥生会計から出力した仕訳辞書・R4から出力した辞書マスターの、変換設定

へのインポートと、エクスポートについて説明します。 

 

※本機能は、弥生会計版・R4版限定機能です。それ以外の会計ソフト対応のHAYAWAZA

ではご利用できません。※2023/5現在 

※仕訳辞書/仕訳マスターとしてエクスポートしたデータは、会計ソフトへのインポートも

可能です。 

 

 

インポート 

 

以下弥生会計版で説明します。 

弥生会計から、仕訳辞書を出力します。 

 

弥生会計で事業所ファイルを開き、「設定」＞「取引辞書」＞「仕訳辞書」を開きます。 

 

  



「ファイル」＞「エクスポート」と進み、「参照」で保存したいフォルダを選択後、「OK」

を押下して出力、保存します。 

※書式は「弥生インポート形式」で出力をしてください。 

 

 

 

 

HAYAWAZAを立ち上げます。 

事業所を開き、変換設定のタブに移動して右クリックをしてください。 

「インポート」＞「仕訳辞書のインポート」を進みます。 

 

 

 



会計ソフトの選択画面が表示されます。マスタファイルを出力した会計ソフトを選択して、

「OK」を押下します。 

 

 

 

ファイル選択画面が表示されます。 

ファイルを選択し、「開く」を押下してください。 

 

 

 

  



パターン選択画面が表示されます。 

「インポートする」のボタンを押下して登録してください。 

 

 

 

パターンに紐づけさせる場合は、上記の画面で任意のパターンを選択してからインポート

してください。 

パターンに紐づけない場合（仕訳辞書の移行のみ等）は、パターンを選択せずに「インポー

トする」を押下してください。 

 

※インポート時にマッチング登録画面が表示される場合があります。 

表示される場合、インポートデータとマスタデータに相違がありますので 

必ず紐づけをお願いいたします。 

 

  



 

完了すると、下記の画面が表示されますので、確認して「OK」を押下します。 

 

 

 

変換設定のタブに、仕訳辞書が表示されます。 

これでインポートは完了です。 

 

 

 

インポートされた仕訳辞書は、通常の変換設定と同じようにご利用いただけます。 

 

  



エクスポート 

 

変換設定を会計ソフトインポート用の仕訳辞書ファイルとして出力します。 

※仕訳辞書ファイルをインポートしたい会計ソフト用のHAYAWAZAが必要になります。 

 

以下、弥生会計の仕訳辞書を R４辞書マスター用に出力する説明をします。 

 

 

 

HAYAWAZAを立ち上げ、R4用のHAYAWAZAの事業所を開きます。 

インポート手順に従い、弥生会計から出力した仕訳辞書をインポートします。 

 

 

 

変換設定のタブで、エクスポートしたい変換設定を選択し、右クリックしてください。 

「エクスポート」＞「選択データを仕訳辞書にエクスポート」と進みます。 

 

 

  



保存先を指定して、ファイルを保存してください。 

 

 

R4を開きます。 

「設定」＞「マスター登録」＞「辞書マスター設定」を開いてください。 

 

  



 

 

「取込」ボタンを押下して、HAYAWAZAから出力したファイルを指定します。 

「参照」からファイル指定が可能です。 

 

HAYAWAZAから出力した、取り込む辞書マスタファイルを選択します。 

 

  



「実行（F10）」を押下して取込をします。 

 

 

確認後、「OK」を押下します。 

 
 

注意！ 

辞書マスターは追加更新ではなく新しいデータでの上書きになります。 

現在登録してあるデータは削除されますのでお気を付けください。 

  



 

 

以上で取り込みは完了です。 

 

 

※会計ソフトからの出力・取込についての詳細は、会計ソフトにてご確認ください。 

 

以上 


